
L404 【骨と筋肉】球関節・鞍関節・蝶番関節
Saddle / Hinge / Ball and Socket Joint

 生命館4階

■展示品のねらい
この展示品は撤去されました。現在はご覧いただけません。
  私たちのからだには、200個余りの骨があります。骨と骨の
つなぎ方には、いろいろな種類があります。骨と骨のつなが
る向きを変えて、体を動かすことができるようなつながり方
が関節です。
関節にもいろいろな種類があって、動かせる範囲や動き方に
もかなり違いがあります。
  フロアに横たわる巨大人体の左肩（球関節）、右手の親指（
鞍関節）、左ひざ（蝶番関節）の3か所で3種類の関節を動か
してみて、その違いを確かめてみて下さい。自分の体の様々
な動きとも比べてみるとよくわかるでしょう。
  また、これらの展示品では、人工関節に使われる材料も使用
しています。

■知識プラスワン

【球関節】
  巨大人体の左肩の関節を見ると、ボールをおわんにはめたよ
うな形をしています（ペン立てに、これと同じような形のも
のがあります。）
  肩の関節は、動かせる範囲の広い関節で、上下・左右のどら
らにもよく動き、前後にもかなりよく動かせるので、いろい
ろな向きにぐるぐる回せます。また、肩の関節は浅くはまっ
ているだけですので、はずれやすい関節でもあります。
【鞍関節】
  巨大人体の右手の親指の根元の関節を見てください。関節を
形作る2つの骨の向き合うところは、ゆるやかなカーブをもっ
ています。ちょうど馬の背にのせる鞍のようです。
  親指の付け根は、肩の関節ほどにはいろいろな方向に動かす
ことはできませんが、他の指にくらべれば大きくよく動くこ
とがわかるでしょう。
【蝶番関節】
  巨大人体の曲げた左ひざにのぼってみて下さい。今度は、ひ
ざの関節を調べてみましよう。他の関節と比べて動き方はど
う違うでしよう？
  ひざの関節がよく動くのは一方向だけで、形や動き方がドア
を柱にとめる金具「蝶番」によく似ています。自分のひざで
も、よく動くのはどの方向か、確かめてみて下さい。
【人工関節】
  病気やけがなどではたらきが悪くなった関節のかわりに人工
の材料で関節をつくることがありますが、そのための材料は
、本物の関節のようになめらかに動き、安全で体に害がない
ものでなければなりません。また、つないだ骨となじみやす
く、丈夫なことももちろんです。しかし、いくら丈夫でも、

かたすぎると周りの骨まで削っていってしまいます。より本
物の関節に近いものを作るために研究が進められています。
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